
司
功
司
作
、

清

'fhe Progressive Fish Culturisも.の紹介(I)

n 

夫

外
閣
の
文
献
、
雑
誌
等
も
近
頃
比
較
的

手
に
人

b
H却
く
な
っ
て
は
来
た
が
、
ま
だ

ま
だ
、
色
キ
な
支
障
で
減
足
す
る
ま
で
に

至
る
と
一
五
ふ
事
は
到
底
不
可
能
に
近
い
、

全
く
恵
ま
れ
な
い
紋
態
に
あ
工
場
を
切
貿

に
感
ず
る
o
し
か
し
幸
に
、
「
進
歩
の
養

魚
家
」
と
一
疋
ふ
水
産
雑
誌
を
手
に
入
れ
る

事
が
出
来
て
、
こ
の
雑
誌
よ
的
知
識
欲
の

一
部
を
櫛
し
、
合
せ
て
水
産
技
術
の
向
上

の
一
助
と
も
な
れ
ば
幸
と
怠
ひ
、
比
較
的

我
キ
に
闘
係
の
あ
る
桜
な
項
目
の
全
文
、

或
は
そ
の
抜
率
を
逐
次
紹
介
し
て
行
ぎ
た

い
と
回
仙
ふ
。

「
準
歩
の
一
一
驚
魚
家
」
は
米
関
漁
業
局
科

態
研
究
部
長
、
エ
ル
マ

1

・
ヒ
ギ
ン
ス
氏

に
よ
っ
て
一
九
三
四
年
に
初
め
て
刊
行
さ

れ
た
υ

太
誌
は
科
闇
申
調
一
企
と
、
質
際
に
路

用
す
る
ギ
ヤ
プ
に
橋
渡
し
す
る
、
所
謂
研

究
す
る
人
々
と
、
賞
際
に
従
事
す
る
人
々

と
の
関
係
争
密
接
に
す
る
目
的
で
楠
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
o

以
下
簡
患
に
競
を
泊
っ
て
紹
介
す
る
ロ

哲林

D
・D
-
T
、
に
よ
る
ク
ロ

1
フ
イ
シ
の
騒
除
法

ミ
シ

γ
ヒ
1
州
の
北
東
予
康
問
機
、
及
び
ア
ラ
パ
マ
州
の
数

ケ
閑
静
で
は
グ
ロ
ー
ブ
イ
シ
に
よ
り
少
な
か
ら
ず
被
告
を
受
け

て
居
る
ο

特
に
春
の
陥
雨
時
期
に
綿
、
玉
萄
泰
、
英
の
他
の
農

作
物
に
及
ぼ
す
害
は
非
常
に
大
き
い
o

門
謀
者
註
ク
ロ
1

7

イ
V

は
通
常
北
海
道
の
河
川
に
棲
息
す
る
v
リ
ヵ
=
ハ
サ
ル
カ

一
一
)
に
非
常
に
類
似
し
て
居
。
、
日
本
に
も
寄
て
職
人
ぎ
れ
た
。

A
7
で
は
内
地
ボ
非
常
に
蕃
競
し
て
水
田
地
静
は
少
ば
か
ら
ず
な
、

や
ま
さ
れ
て
民
る
僚
で
あ
る
o
肉
は
美
味
で
食
用
と
し
て
賞
味

さ
れ
て
居
ゐ
】
O

こ
の
踊
除
方
法
と
し
て
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
と
ク
レ
オ
ソ
ー
ト

の
乳
剤
、

D
・D
-
T
、
指
化
ベ
ン
ヂ
V
J

、
指
化
テ
ル
ピ
ン
等
色

h

の
察
口
問
を
彦
、
場
、
及
び
そ
の
附
近
の
ク
ロ

1
7
イ
シ
の
穴
に

注
入
す
る
方
法
で
或
る
程
度
の
効
果
を
上
げ
て
居
た
が
、
ミ
ジ

シ
ヒ
1
試
験
場
の

A
・L
-
ハ
品
ナ
1
氏
に
よ
り
非
常
に
効
果
的

な
方
法
が
見
い
出
ス
れ
れ
い
。
そ
れ
は
一
エ
ー
カ
ー
に
劃
し
て
、

五
0
4河
の
液
陸
D
・D
-
T
、
一
封
度
を
水
一
ガ
ロ
シ
乃
蚕
一
ガ

ロ
ン
今
に
混
じ
て
一
袋
、
乃
至
二
袋
今
の
綿
種
に
合
ま
せ
て
、

叉
此
の
外
玉
萄
黍
の
心
、
綿
ん
訟
の
殻
で
も
良
い
、
こ
れ
を
春
の

初
め
グ
ロ
ー
ブ
イ
シ
が
雨
の
夜
、
或
は
大
雨
の
後
に
餌
令
一
捜
し

に
出
て
来
る
時
設
場
に
散
布
す
れ
ば
非
常
に
簡
思
に
此
の
被
害

を
防
ぐ
事
が
出
来
る
と
漣
べ
て
居
る
。
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ハ
十
一
巻
一
読
掲
載
ミ
シ
シ
ピ
1
試
験
所
の
グ
レ
1

・
ラ
イ
ル

氏
に
よ
る
グ
ク
ロ

1
7
イ
シ
の
駆
除
法
。
“
よ
り
〉

ウ
レ
タ
ン
の
使
用
法
に
就
て

魚

ω生
態
調
査
の
一
つ
の
方
法
の
標
競
技
流
試
験
に
於
て
、

屡
々
摩
醇
葵
を
用
ひ
ら
れ
て
居
る
事
は
衆
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
摩
酔
察
と
し
て
従
来
よ
り
エ
ー
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ホ
W
ム
等

色
々
一
周
ひ
ら
れ
て
居
る
が
今
此
慮
に
ウ
レ
タ
ン
と
一
手
中
一
殴
醇
葵

を
紹
介
す
る
。
ゥ
レ
タ

ν
ハ
出
回
出
。
。
。
回
出
回
)
は
カ
ル
バ
ミ

ン
酸
の
エ
チ
1

v
・
エ
ス
テ
ル
で
あ
っ
て
無
色
の
結
晶
燈
で
水

に
溶
解
し
易
い
@

ウ
V

タ
シ
の
性
質
、
及
び
そ
の
作
用
は
、
ソ
ル
マ
シ
氏
二

九
四
二
年
u

に
よ
れ
ば
血
液
の
循
環
と
呼
吸
伊
用
に
鑓
化
を
奥

へ
、
魚
の
酸
素
の
泊
費
量
を
減
じ
て
深
く
瞬
間
酵
さ
せ
る
と
報
告

し
て
居
る
。

一
九
凶
六
年
、
ウ
V
タ
V

を
用
ひ
て
賓
験
さ
れ
た
淡
水
魚
の

数
種
一
知
の
標
識
試
験
結
果
を
見
る
と
、

0
・
五
%
の
濃
度
で
は

一一

t
一
一
一
分
間
で
摩
醇
朕
態
に
入
り
、
一
%
で
は
約
四
五
秒
、
一

・
五
%
で
は
一
一
一

O
秒
で
摩
辞
さ
れ
た
o
そ
れ
を
す
ぐ
清
水
に
入

れ
φ
と
二

t
コ
一
分
間
で
回
復
し
た
、
叉
0
・
五
%
の
液
に
一
八

分
間
摩
酔
し
て
後
、
清
水
に
移
し
た
場
合
、
約
一
一
分
間
で
回

復
し
、
死
魚
は
生
じ
な
か
っ
た
、
し
か
し
一
%
に
九
分
聞
入
れ

た
も
の
は
舘
死
し
た
、
叉
一
・
五
%
の
液
に
一
一
一
分
聞
入
れ
た
も

の
も
同
様
に
籍
死
し
た
ο

批
の
様
な
試
験
結
呆
、
標
識
操
作
上

よ
り
見
て

0
・
五
%
の
濃
度
が
過
し
て
屍
る
事
ル
剖
っ
た
。
そ

し
て
魚
の
種
類
に
よ
る
鰻
酔
扶
態
の
相
異
は
無
く
、
摩
融
叶
朕
態

に
入
る
と
横
閥
、
腹
部
を
上
に

L
て
水
閣
に
浮
び
、
或
は
沈
む

事
が
間
観
察
さ
れ
た
o

以
上
、
ウ
レ
タ
ン
の
使
用
に
禽

b
魚
の
依
死
欣
態
を
越
へ
な

い
範
囲
で
操
作
す
る
事
が
肝
要
な
事
で
あ
る
》
そ
し
て
、
叉
ウ

レ
タ
ン
の
用
訟
は
標
識
操
作
の
摩
醇
ば
か
り
と
は
限
ら
れ
な

く
、
魚
の
酸
素
の
消
費
量
を
減
ら
す
と
一
五
ふ
事
か
ら
天
候
の
著
'

い
時
期
に
魚
を
移
援
す
る
の
に
、
ウ
レ
タ
ン
使
用
も
考
へ
ら
れ

る
、
但
し
、
そ
の
時
の
濃
度
に
注
意
す
べ
き
牟
で
乞
る
、

0
・
五

%
よ

b
少
く
ウ
レ
タ
ン
を
使
用
す
る
事
が
肝
要
な
事
で
あ
る
o

ウ
レ
タ
ン
の
溶
液
は
篠
援
性
で
な
く
、
長
期
の
貯
蔵
に
た
へ
、

そ
の
試
験
結
果
、
五
ヶ
月
後
で
も
そ
の
効
力
は
少
し
も
失
は
れ

て
居
ら
な
い
事
が
諮
問
さ
れ
た
口
使
用
後
の
溶
液
は
魚
の
粘
液

が
混
じ
て
居
る
の
で
料
製
の
漏
紙
で
櫨
渇
し
て
次
の
時
に
叉
使

用
す
れ
ば
無
駄
も
無
く
て
良
い
。

【
護
者
註
ウ
レ
タ

ν
の
単
債
(
札
幌
)
大
瓶
、
五
日

O
瓦

ス
四

0
0
0圏
、
小
統
一
二
五
瓦
入
、
ニ

O
O固
で
あ
ゐ
o
叉
今

春
ハ
一
九
五
一
年
V

賓
施
し
た
標
識
放
流
試
験
に
於
げ
る
ウ
レ

タ
ン
の
使
用
結
果
は
復
命
書
に
て
報
告
し
て
る
る
故
、
そ
れ
を

前
参
照
さ
れ
る
様
希
望
~
ず
る
)

ハ
十
一
径
一
読
掲
載
イ
ン
デ
ア
ナ
州
立
大
型
。

セ
ル
ピ
・

D
・ガ

1
キ
ン
グ
氏
に
よ
る
P
ウ
レ
タ
〉
の
使

用
法
に
就
て
H

よ

り

)

ハ

調

査

課

技

術

補

υ
L
H
S
Y恥
る
魁


